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１．平成30年７月豪雨におけるダムの洪水調節の状況

２．豪雨災害後の治水対策が効果を発揮した事例

３．発災時に地域にとって有用となる情報

４．ダムの貯水池の状況等の情報提供

５．ダム操作に関する住民の理解を得るための取組

６．平成30年７月豪雨の際の野村ダムにおける情報伝達の
状況

７．平成30年７月豪雨の際のレーダー雨量情報と野村ダムの
状況

８．その他

内容
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１．平成30年７月豪雨におけるダムの洪水調節の状況

＜第１回検討会における意見＞

○今回の豪雨で、ダムの洪水調節がぎりぎりの状況で何とか事なきを得て大きな被害に至ら
なかったダムはかなりあると思われ、それらも含め、ヒヤリハット事例の検証も必要。

○ダムの容量だけでなく、流域面積に対する容量の大きさなど、全国のダムの容量の不足等
の程度を定量的に示すことが必要。

○既設ダムを徹底的に有効活用するために、ダムの容量を増やすことや、容量を有効に使え
るような放流施設の改良を行うことも重要。

○今後、気候変動により短時間降雨が増大する傾向にあることなどを考えると、貯水容量の
小さいダムからリスクが高まるので、容量の小さなダムの容量を増大させることが重要。

○事前放流や気象予測に基づく操作などを含むダム操作の高度化の議論においては、ダム
管理の現場にクリティカルな判断を求めるべきではない。

○ダム操作の高度化の議論においては、ダムは容量の大きさや状況等も様々で有り、全国
全てのダムが高度化することが方向性ではなく、重点化・メリハリが必要。



平成30年７月豪雨におけるダムの状況や特徴
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※自然調節
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四川ダム
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※自然調節

しかわ

○平成30年7月豪雨で洪水調節を行った213ダムのうち、22ダムは洪水調節容量の６割以上を使用。

※事前放流実施

※事前放流実施
※事前放流実施

平成30年7月豪雨で洪水調節を実施した
213ダムの洪水調節容量使用率毎の割合

【凡例】

：防災操作（洪水調節）を実施していないダム（345ダム）

：洪水調節容量使用率が６割未満のダム（191ダム）

：洪水調節容量使用率が６割以上のダム（22ダム）

うち、異常洪水時防災操作を実施していないダム（14ダム）

うち、異常洪水時防災操作を実施したダム （ 8ダム）

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

福富ダム
（広島県）

※自然調節
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（岡山県）

※自然調節
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○長時間にわたる降雨によ
る複数のピーク流量を形
成する洪水により、洪水
調節容量を長時間にわ
たり使用し続けたダム。

○急激な降雨の増大によ
る鋭いピーク流量を形成
する洪水により、洪水調
節容量を短時間で一気
に使用したダム。

○事前放流を実施してもな
お洪水調節容量を使い
切り、異常洪水時防災操
作へ移行したダム。

○下流河川の流下能力等
に応じた暫定的な操作
規則において、洪水調節
容量を使い切り、異常洪
水時防災操作へ移行し
たダム。

＜22ダムの特徴＞
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※自然調節

みつぎ

灰塚ダム
（中国地方整備局）

※自然調節

はいづか
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９割以上

(10ダム，5%)

８割～９割

(1ダム，1%) ７割～８割

(6ダム，3%)

６割～７割

(5ダム，2%)

５割～６割

(13ダム，6%)

４割～５割

(13ダム，6%)

３割～４割

(21ダム，9%)

３割未満

(144ダム，68%)

※事前放流実施
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実績降雨量/計画降雨量

○ダムの実績降雨量と計画降雨量の比と実績最大流入量と計画最大流入量の比の関係

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

（参考）平成30年7月豪雨におけるダムの計画に対する実績降雨量と最大流入量

4

※１ 実績最大流入量：平成３０年７月豪雨によるダム地点の実績最大流入量
※２ 計画最大流入量：各ダムにおける計画最大流入量
※３ 実績降雨量：平成３０年７月豪雨による各ダムの計画降雨継続時間内の実績降雨量
※４ 計画降雨量：各ダムの計画降雨継続時間内の計画降雨量

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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野村ダム（四国地方整備局） 鹿野川ダム（四国地方整備局）
のむら かのがわ

※事前放流実施、暫定的な操作規則

▼最高貯水位EL170.83m
洪水時最高水位EL170.20m 洪水時最高水位EL89.00m

最大流入量
1942m3/s

最大放流量
1797m3/s

▼最高貯水位EL89.63m

最大流入量
3800m3/s
最大放流量
3742m3/s

7時35分
異常洪水時防災操作移行

6時20分
異常洪水時防災操作移行

岩屋ダム（水資源機構）

一庫ダム（水資源機構）

いわや

ひとくら

最高貯水位

▼EL423.79m洪水時最高水位EL424.00m

洪水時最高水位EL152.00m

最大流入量1340m3/s

最大放流量945m3/s

最大流入量626m3/s

最大放流量

332m3/s

4時42分

異常洪水時防災操作移行

最高貯水位

EL150.90m▼

※事前放流実施、暫定的な操作規則

※暫定的な操作規則

13時05分

異常洪水時防災操作移行

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

洪水貯留準備水位EL166.20m 洪水貯留準備水位EL84.00m 平常時最高貯水位
EL411.00m

洪水貯留準備水位
EL135.30m

（洪水調節容量使用率10割以上）

（洪水調節容量使用率9割以上）

（洪水調節容量使用率9割以上）（洪水調節容量使用率10割以上）

日吉ダム（水資源機構）
ひよし

最高貯水位

▼EL201.40m
洪水時最高水位

EL201.00m

洪水貯留準備水位
EL178.50m

（洪水調節容量使用率10割以上）

最大流入量1258m3/s

最大放流量

907m3/s

4時05分

異常洪水時防災操作移行

洪水時最高水位EL473.70m
最高貯水位

▼EL472.73m

洪水貯留準備水位EL471.00m

（洪水調節容量使用率8割以上）

最大流入量285m3/s

最大放流量

135m3/s9時15分

異常洪水時

防災操作移行

引原ダム（兵庫県）
ひきはら

※暫定的な操作規則 ※事前放流実施

河本ダム（岡山県）
こうもと

最高貯水位

▼EL225.21m

洪水時最高水位

EL225.00m

洪水貯留準備水位
EL218.00m

（洪水調節容量使用率10割以上）

最大流入量877m3/s

最大放流量747m3/s

23時00分

▼異常洪水時防災操作移行

野呂川ダム（広島県）
のろがわ

最高貯水位

▼EL134.53m
洪水時最高水位

EL134.40m

平常時最高貯水位
EL124.40m

（洪水調節容量使用率10割以上）

23時50分

▼異常洪水時防災操作移行

最大流入量187m3/s

最大放流量178m3/s

（参考）平成30年7月豪雨における防災操作（洪水調節）で洪水調節容量使用率が6割以上の22ダムにおける洪水調節状況（１）

※事前放流実施
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6※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

はいづか

※自然調節方式灰塚ダム（中国地方整備局）

最大流入量994m3/s
最大放流量393m3/s

▼最高貯水位EL243.14m

洪水時最高水位

EL247.30m

平常時最高貯水位
EL231.20m

（洪水調節容量使用率6割以上）

寺内ダム（水資源機構）
てらうち

▼最高貯水位EL128.19m

洪水時最高水位

EL131.50m

平常時最高貯水位
EL121.50m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量337m3/s

最大放流量120m3/s

▼最高貯水位EL108.84m

洪水時最高水位

EL110.00m

洪水貯留準備水位
EL103.50m

（洪水調節容量使用率7割以上）

最大流入量2949m3/s

最大放流量2397m3/s

旭川ダム（岡山県）
あさひがわ

三室川ダム（岡山県）
みむろがわ

※自然調節方式

洪水時最高水位

EL506.5m
最高貯水位EL502.76m▼

平常時最高水位
EL492.5m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量121m3/s
最大放流量51m3/s

ならい

※自然調節方式楢井ダム（岡山県）

最大流入量2949m3/s

最大放流量2397m3/s

▼最高貯水位EL337.05m

洪水時最高水位

EL338.00m
平常時最高水位
EL333.80m

（洪水調節容量使用率6割以上）

椋梨ダム（広島県）
むくなし

最高貯水位

▼EL263.74m

洪水時最高水位

EL265.00m

洪水貯留準備水位
EL260.60m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量506m3/s

最大放流量404m3/s

みつぎ

※自然調節方式御調ダム（広島県）

洪水時最高水位

EL175.3m
最高貯水位EL170.34m▼

平常時最高水位
EL157.6m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量200m3/s 最大放流量123m3/s

仁賀ダム（広島県）
にか

※自然調節方式

最高貯水位

▼EL158.36m
洪水時最高水位

EL160.00m

平常時最高水位
EL151.20m

（洪水調節容量使用率7割以上）

最大流入量89m3/s
最大放流量28m3/s

庄原ダム（広島県）
しょうばら

※自然調節方式

▼最高貯水位EL339.52m
洪水時最高水位

EL339.20m

平常時最高貯水位
EL328.90m

（洪水調節容量使用率10割以上）

最大流入量26m3/s

最大放流量14m3/s

非常用洪水吐き

越流開始

（参考）平成30年7月豪雨における防災操作（洪水調節）で洪水調節容量使用率が6割以上の22ダムにおける洪水調節状況（２）
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7※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

四川ダム（広島県）
しかわ

※自然調節方式

洪水時最高水位

EL163.30m

▼最高貯水位EL159.86m

平常時最高貯水位
EL148.50m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量49m3/s

最大放流量20m3/s

福富ダム（広島県）
ふくとみ

※自然調節方式

▼最高貯水位EL328.57m

洪水時最高水位

EL330.50m

平常時最高貯水位
EL322.60m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量372m3/s

最大放流量156m3/s

中山川ダム（山口県）
なかやまがわ

※自然調節方式

最高貯水位EL102.64m▼

平常時最高貯水位
EL98.00m

（洪水調節容量使用率9割以上）

洪水時最高水位

EL102.80m

最大流入量152m3/s
最大放流量44m3/s

北谷ダム（福岡県）
きたたに

※自然調節方式

▼最高貯水位EL283.98m

洪水時最高水位

EL284.00m

平常時最高貯水位
EL281.00m

（洪水調節容量使用率9割以上）

最大流入量5.5m3/s

最大放流量1.5m3/s

藤波ダム（福岡県）
ふじなみ

※自然調節方式

▼最高貯水位EL128.47m

洪水時最高水位

EL135.50m
平常時最高貯水位
EL123.00m

（洪水調節容量使用率6割以上）

最大流入量112m3/s

最大放流量90m3/s

（参考）平成30年7月豪雨における防災操作（洪水調節）で洪水調節容量使用率が6割以上の22ダムにおける洪水調節状況（３）
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8
※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】（１－１）

※１ 洪水調節容量：各ダムの洪水調節容量（平成３０年７月豪雨の時期）
※２ 流域面積：ダム地点上流の流域面積

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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9

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】（１－２）

○ダムの相当雨量（ダム洪水調節容量（カット率補正）／流域面積）

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

※１ 洪水調節容量：各ダムの洪水調節容量（平成３０年７月豪雨の時期）
※２ 流域面積：ダム地点上流の流域面積

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム

流
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雨
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ダムへの計画最大流入量

流入量
計画最大放流量

A

B

洪水調節容量のカット率補正について

カット率 ＝
【A】計画最大流入量

【B】（計画最大流入量－計画最大放流量）

○洪水調節容量を以下のカット率で割って補正
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10※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】 （２－１）

○ダムの相当雨量と計画降雨継続時間内の実績雨量の関係

※相当雨量：洪水調節容量を流域面積で除した数値（単位:mm）

道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム
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道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム

11

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】 （２－２）

○ダムの相当雨量（カット率補正）と計画降雨継続時間内の実績雨量の関係

流
量

雨
量

ダムへの計画最大流入量

流入量
計画最大放流量

A

B

相当雨量のカット率補正について

カット率 ＝
【A】計画最大流入量

【B】（計画最大流入量－計画最大放流量）

○相当雨量を以下のカット率で割って補正

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります
※１ 相当雨量：洪水調節容量を流域面積で除した数値（単位:mm）
※２ 上記グラフについては、表示範囲外に位置するダムがある
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道府県 異常洪水時防災操作を実施したダム

直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
直轄・機構 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

道府県 洪水調節容量使用率が６割以上のダム
道府県 洪水調節容量使用率が６割未満のダム

直轄・機構 異常洪水時防災操作を実施したダム

12

（参考）ダムの洪水調節容量の評価【平成30年7月豪雨で洪水調節を実施したダム】 （２－３）

○ダムの相当雨量（カット率補正）と計画降雨継続時間内の実績雨量の関係

流
量

雨
量

ダムへの計画最大流入量

流入量
計画最大放流量

A

B

相当雨量のカット率補正について

カット率 ＝
【A】計画最大流入量

【B】（計画最大流入量－計画最大放流量）

○相当雨量を以下のカット率で割って補正

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります

異常洪水時防災操作を実施したダムについて、
平成30年7月豪雨の実績総雨量で評価した場合

※１ 相当雨量：洪水調節容量を流域面積で除した数値（単位:mm）
※２ 上記グラフについては、表示範囲外に位置するダムがある



13

２．豪雨災害後の治水対策が効果を発揮した事例

＜第１回検討会における意見＞

○近年の災害を受けて治水対策を行い、それがその後の豪雨で効果を発揮した事例等につ
いても検証していく必要がある。



豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【信濃川水系刈谷田川（H16.7洪水、H23.7洪水）】【事 例】
かりやたがわしなのがわ
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7/14 

最大流入量：275m3/s→

←最大放流量：212m3/s

防災操作

7/13

異常洪水時防災操作

洪水ピーク流量を

約2割低減

○平成16年7月洪水において、刈谷田川では433mmの降雨を記録。刈谷田川ダムは異常洪水時防災操作に
移行したものの、約325万m3を貯留し、ピーク流量を約2割低減するなど被害軽減を図ったが、
家屋浸水などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、刈谷田川では、災害復旧等関連緊急事業や災害復旧助成事業などにより河川改修
や遊水地整備を行うとともに、刈谷田川ダムでは、利水容量の一部（約70万m3）を洪水調節容量に
振り替え、操作規則を変更。

○平成23年7月洪水でも、総雨量400mmを超える降雨を記録したが、洪水による浸水被害を解消。

平成16年7月洪水の概要 平成23年7月洪水の効果再度災害防止 実施内容

刈谷田川ダム洪水調節図 約325万m3を貯留

総雨量 433mm

全半壊家屋：361戸
浸水家屋：2,197戸 浸水面積：1,153ha

長岡市（旧中之島町）・見附市で被害発生

○河川改修等（平成16～22年度）
・災害復旧等関連緊急事業

堤防嵩上げ、河道掘削 等
・災害復旧助成事業

築堤、河道掘削、遊水地 等

○刈谷田川ダム（平成21年度）
・利水容量の振り替え（約70万m3）
・操作規則の変更

（一定開度方式→自然調節方式）

総雨量 410mm

約171万m3を貯留刈谷田川ダム洪水調節図

洪水による浸水被害を解消

17.72 平成23年7月30日洪水

20.38 平成16年7月13日洪水

7.13水害では越水

2.66ｍ水位低下
21.10堤防高

信濃川 刈谷田大堰地点での水位低下効果

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。
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H30年7月洪水の水位

河川改修をしていなかった場合の水位計画高水位

約0.5mの水位低減

日吉ダム洪水調節による流量低減が無い場合

約1mの水位低減

嵐山地区（渡月橋付近）の水位低下効果

豪雨後の治水対策が効果を発揮 【淀川水系桂川（H25.9洪水、H30.7洪水）】【事 例】

○平成25年9月洪水において、桂川では345mmの降雨を記録。日吉ダムは約4,460万m3を貯留し、
ピーク流量を約9割低減するなど被害軽減を図ったが、家屋浸水などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、桂川では、河川改修(河道掘削・堰撤去等）を実施中。
○平成30年7月洪水でも、平成25年9月洪水の1.22倍となる421mmの降雨を記録し、日吉ダムは、
約4,400万 m3を貯留し、ピーク流量を約9割低減し、洪水による浸水被害を大幅に軽減。
その後、異常洪水時防災操作に移行したものの、洪水ピーク時間を約16時間遅らせ、避難時間を確保。

平成25年9月洪水の概要 平成30年7月洪水の効果再度災害防止 実施内容

日吉ダム洪水調節図 約4,460万m3を貯留

流域平均雨(48h) 345mm

浸水家屋：93戸 浸水面積：10ha

京都市(嵐山地区)で被害発生

○河川改修等（平成26年～実施中）
・河道掘削・堰撤去 等

流域平均雨量(48h) 421mm 【1.22倍】

約4,400万m3を貯留

嵐山地区（渡月橋付近）における浸水範囲低減効果

洪水による家屋浸水を大幅に軽減

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。
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9/15 9/16 

←最大流入量：1,690m3/s

←最大放流量：504m3/s

洪水ピーク流量を

約９割低減

防災操作

9/17 

※下流水位の低下を確認

しながら放流を実施

日吉ダム洪水調節図
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7/5 7/6 

最大流入量：1,254m3/s→

←最大放流量：907m3/s

洪水ピーク流量を

約９割低減

防災操作

7/7 

異常洪水時防災操作

洪水ピークを約16時間

遅らせ避難時間を確保

よどがわ かつら
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豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【阿武隈川水系阿武隈川（H10.8洪水、H23.9洪水）】【事 例】
あぶくまがわ あぶくまがわ
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8/29 8/30 

←最大流入量：355m3/s

最大放流量：100m3/s→

防災操作

下流へ洪水を

全量低減

特別防災操作

洪水ピーク流量を

約７割低減

○平成10年8月洪水において、阿武隈川では208mmの降雨を記録。三春ダムは約960万m3を貯留し、
ピーク流量を約6割低減するなど被害軽減を図ったが、２箇所で堤防決壊し、多数の死者・負傷者、
家屋浸水などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、阿武隈川では、平成の大改修として短期集中的に河川改修などを実施。
○平成23年9月洪水でも、平成10年8月洪水を超える218mm降雨を記録したが、洪水による浸水被害を

大幅に軽減。また、三春ダムは特別防災操作による洪水の全量カットにより、阿武隈川上流域の堤防越水の
危険を回避。

平成10年8月洪水の概要 平成23年9月洪水の効果再度災害防止 実施内容

三春ダム洪水調節図 約960万m3を貯留

流域平均雨量(2日) 208mm

死者・負傷者:20名
全半壊家屋：69戸 浸水家屋：3,590戸

阿武隈川で堤防決壊(2箇所)し、被害発生

○河川改修等（平成10～12年度)
築堤、護岸整備 等（平成の大改修）

流域平均雨量2日) 218mm 【約1.05倍】

約800万m3を貯留三春ダム洪水調節図

〔H10〕 〔H23〕
浸水面積(ha) 1,846 ⇒ 約320 （約８割減）
浸水戸数(戸) 1,917 ⇒ 約740 （約６割減）

阿武隈川上流域の被害軽減効果
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堤防天端まであとわずか
全量カットによる洪水調節
がなければ堤防を越水する
恐れ

降雨の終息を精度良く予測でき、
特別防災操作により、更に水位低下

堤防越水の危険を回避

阿武隈川 阿久津水位観測所

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。
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8/29 8/30 

←最大流入量：265m3/s

最大放流量：100m3/s→

洪水ピーク流量を

約６割低減

防災操作
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9/28 9/30 

最大流入量：3,450m3/s→

最大放流量：2,559m3/s→
洪水ピーク流量を

約３割低減

防災操作 異常洪水時防災操作
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9/1 9/3 

←最大流入量：1,896m3/s

←最大放流量：1,495m3/s

洪水ピーク流量を

約４割低減

防災操作

9/2 9/4 

○平成16年9月洪水において、宮川では352mmの降雨を記録。宮川ダムは異常洪水時防災操作に移行した
ものの、約2,530万m3を貯留し、ピーク流量を約3割低減するなど被害軽減を図ったが、家屋浸水などの
被害が発生。

○再度災害防止に向け、宮川では床上浸水対策特別緊急事業、横輪川では災害復旧助成事業などにより
河川改修を行うとともに宮川ダムでは、操作規則を変更、利水容量の一部を事前放流する運用を開始。

○平成23年9月洪水でも、平成16年9月洪水を超える375mmの降雨を記録したが、宮川では洪水による
浸水被害を大幅に軽減し、横輪川では洪水による浸水被害を解消。

平成16年9月洪水の概要 平成23年7月洪水の効果再度災害防止 実施内容

宮川ダム洪水調節図 約2,530万m3を貯留

流域平均雨量(12h) 352mm

宮川：浸水家屋：159戸 浸水面積：37.1ha
横輪川：浸水家屋：78戸 浸水面積：29ha

伊勢市で外水氾濫し、被害発生

○河川改修等（平成16～23年度）
・床上浸水対策特別緊急事業(宮川)

築堤、河道掘削 等
・災害復旧助成事業(横輪川)

堤防嵩上げ、河道掘削 等

○宮川ダム(平成17,19年度)
・操作規則の変更

（洪水調整開始流量の見直し）
・利水容量の一部を事前放流

流域平均雨量(12h) 375mm 【1.07倍】

約2,020万m3を貯留宮川ダム洪水調節図

▽ＨＷＬ

河川整備が無かった場合の水位

H23.9洪水位
堤防整備

宮川(8.4KP）での水位低下効果

最低地盤高

約1.2m
水位低下

2.4m

河道掘削
(樹木伐採)

横輪川では洪水による浸水被害を解消
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1.4m貯水位低下

500m3/s

600m3/s

計画最大流入量 2,500m3/s

1,500m3/s※毎正時値で整理

※毎正時値で整理

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。

豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【宮川水系宮川・横輪川（H16.9洪水、H23.9洪水）】【事 例】
みやがわ みやがわ よこわがわ
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豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【鳴瀬川水系吉田川（S61.8洪水、H27.9洪水） 】【事 例】
なるせがわ よしだがわ
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9/10 9/11 

←最大流入量：91m3/s

←最大放流量：39m3/s

洪水ピーク流量を

約６割低減

防災操作70
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9/10 9/11 

←最大流入量：188m3/s

←最大放流量：103m3/s

洪水ピーク流量を

約5割低減

防災操作

○昭和61年8月洪水において、吉田川では289mmの降雨を記録。４箇所で堤防決壊し、家屋浸水などの
被害が発生。

○再度災害防止に向け、吉田川では、激甚災害対策特別緊急事業などにより河川改修を行うとともに、
昭和61年8月洪水以前より整備を進めていた、南川ダム、宮床ダムを完成。

○平成27年9月洪水でも、昭和61年8月洪水の約1.1倍なる324mmの降雨を記録したが、洪水による
浸水被害を大幅に軽減。

昭和61年8月洪水の概要 平成27年9月洪水の効果

再度災害防止 実施内容

約165万m3を貯留
流域平均雨量(2日) 289mm

浸水家屋：890戸 浸水面積：1,100ha

吉田川で堤防決壊(4箇所)し、
大崎市(旧鹿島台町）、松島町、大郷町、
大和町で被害発生

流域平均雨量(2日) 324mm 【1.12倍】

約41万m3を貯留
南川ダム

洪水調節図

大崎市(旧鹿島台町)、松島町では
洪水による浸水被害を解消し、
堤防越水の危険を回避

○河川改修等（昭和61～平成2年度）
・激甚災害対策特別緊急事業

築堤、河道掘削 等

○南川ダム（昭和62年完成）

○宮床ダム（平成9年完成）

宮床ダム
洪水調節図

築堤 築堤

河道掘削

H27.9洪水水位

S61.8洪水時水位

河川整備の被害軽減効果

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。 18
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7/20 7/22

最大流入量：4,043m3/s→

防災操作

7/21 7/23 

異常洪水時防災操作

724

予備放流

洪水ピーク流量を

約1割低減
最大放流量：3,572m3/s→
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6/18 6/20

最大流入量：1,951m3/s→

←最大放流量：1,274m3/s洪水ピーク流量を

約5割低減

防災操作

6/19 6/21 

操作規則変更前水位

容量振替により

約2,300万m3容量確保

最低水位 EL.115.6m

予備放流

川内川 宮之城観測所での水位低下効果

○平成18年7月洪水において、川内川では295mmの降雨を記録。鶴田ダムは異常洪水時防災操作に移行
したものの、約7,500万m3を貯留し、ピーク流量を約１割低減するなど被害軽減を図ったが、家屋浸水
などの被害が発生。

○再度災害防止に向け、川内川では激甚災害対策特別緊急事業などにより河川改修を行うとともに、鶴田
ダム再開発事業では、放流設備増強、利水容量等(2,300万m3)を洪水調節に振り替え、操作規則を変更。

○現在までに、平成18年7月洪水と同規模の降雨は観測していないものの、平成28年4月の運用後最大
となる平成30年6月洪水では、約2,000万m3を貯留し、ピーク流量を約5割低減。

平成18年7月洪水の概要 平成30年6月洪水の効果再度災害防止 実施内容

鶴田ダム洪水調節図 約7,500万m3を貯留

流域平均雨量(12h) 295mm

浸水家屋：2,347戸 浸水面積：2,777ha

薩摩川内市、さつま町などで被害発生

○河川改修等（平成18～23年度）
・激甚災害対策特別緊急事業

築堤、河道掘削、分水路 等

○鶴田ダム再開発(平成19～29年度)
・放流設備の増強
・利水容量等の振り替え

(2,300万m3)
・操作規則の変更

約2,000万m3を貯留鶴田ダム洪水調節図

現 況 の 操 作 規 則
一定率・一定の階段操作

再開発後の操作ルール
Ｑ＝０．５×（Ｑ－６００）＋６００

Ｑ1

Ｑ２

Ｑ３

Ｑ４

2,400m3/s

V=10.0百万m3

V=20.0百万m3

V=35.0百万m3

ピーク流量

T600 T１ T２ T３ T４

時間T →

（m3/s）

←

流
量

600m3/s
900m3/s

1,100m3/s

1,400m3/s

階段操作：激特事業実施前の河道の流下能力を考慮
・ 900m3/s：宮之城地区床下浸水発生前
・1,100m3/s：湯田地区被害急増前流量
・1,400m3/s：湯田・宮之城地区流出家屋発生前流量

現 況 の 操 作 規 則

一定率・一定量の階段操作

※この他、事前防災としての河川改修なども実施している。

豪雨災害後の治水対策が効果を発揮 【川内川水系川内川（H18.7洪水,H30.6洪水）】【事 例】
せんだいがわ せんだいがわ
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３．発災時に地域にとって有用となる情報

＜第１回検討会における意見＞

○例えばプル型の川の防災情報はそのままでは情報量が多すぎるため、プッシュ型とプル型
のコンビネーションが有効であり、その地域にとって重要な防災情報に特化してカスタマイ
ズしたサイトを作成し、そこにアクセスすれば避難の要否を判断できるようなものは有益で
あると考えられる。

○住民の中には、危機意識は高くても防災情報が難しく分かりにくいと感じている方も多く、
防災情報のユニバーサル化が必要と考える。



発災時に地域にとって有用となる情報（１－１）

○例えば住民の避難行動に直結するウェブサイトに求められる要件

21

住民の避難行動に直結すると考えられる改善の方向性

①正しい情報が入手できる

例）信頼できる管理者が運営するサイト

②必要な情報が一つのサイトに集約されている

例）気象情報、河川情報、避難情報、道路の通行止め情報
など全ての情報が集約されたカスタマイズサイト

③情報を見て状況や危険度をイメージできる

例）氾濫危険水位まであと●ｍ、貯留量は●割（％）

④的確な避難行動を促す情報が入手できる

例）想定最大規模降雨による浸水想定区域図

⑤その地域にとって必要な情報が入手できる

例）地域に必要な情報に特化したカスタマイズサイト 等

○古い情報や間違った情報、デマ情報を入手してしまう
例）根拠や情報源が不明確なまま発信される情報

○情報ごとに提供機関のウエブサイトを閲覧する必要
がある
例）気象庁サイト、川の防災情報、市役所サイト、

県庁サイト、ＤｉＭＡＰＳなどへそれぞれアクセス

○情報を見ても状況や危険度がイメージできない
例）河川水位はＴＰ＋●●ｍ、貯留量は●●万ｍ３

○的確な避難行動を妨げかねない情報を入手してしまう
例）誤差を含む予測データによる小規模な浸水予測

○地域にとって必要な情報が入手しにくい
例）その地域にとっては情報が多すぎ、必ずしも必要

な情報となっていない 等

＜住民の避難行動に直結させるためには課題が残る事例＞



発災時に地域にとって有用となる情報（１－２）【事 例】

②必要な情報が一つのサイトに集約されている
【和歌山県】 雨量・水位・ダム等のレベル区分された危険情報が地図上にまとめて集約されている。

【和歌山県河川/雨量防災情報】
http://kasensabo02.pref.wakayama.lg.jp/

観測所・ダムにカーソルを合わせると
データが表示される。
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発災時に地域にとって有用となる情報（１－３）【事 例】

③情報を見て状況や危険度をイメージできる
【東京都 品川区】 現在の水位に対して、各基準水位及び堤防天端までの残りの高さが一括表示。
【新潟県】ダムの貯水位・流入量・全放流量を画面に表示、治水容量に対する比率でレベル区分して表示。

【東京都 品川区 気象情報】jp/shinagawa-
khttp://www.micosfit.jp/shinagawa-ku/

【新潟県河川防災情報システム】
http://doboku-bousai.pref.niigata.jp/kasen/

23



発災時に地域にとって有用となる情報（１－４）

https://suiboumap.gsi.go.jp/ShinsuiMap/Map/

④的確な避難行動を促す情報が入手できる
【浸水ナビ（地区別浸水シミュレーション検索システム）：国土交通省】

想定し得る最大規模浸水想定区域図の浸水範囲の確認や河川と破堤点を選択することにより浸水が想定さ
れる範囲が確認できる。

24

【事 例】
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４．ダムの貯水池の状況等の情報提供

＜第１回検討会における意見＞

○ダムの下流からはダムの放流量は見えるが、ダムの水位等の状況が分からないため、ダ
ムの貯水池の状況をダム下流の住民に分かりやすく提供していくことが理解を深めるうえ
でも重要。



○北陸地方整備局では、ダムの流入量や放流量等の情報に加え、ダムの貯水位の状況、ダム下流河川の状況
（ダムによる水位低減効果量等を含む）等の情報提供を実施

北陸地方整備局 ダム防災情報提供システム

※地図上にはレーダ雨量、水位観測所、河川、
ダム集水域等を明示

国交省防災情報提供
センター、気象庁、各
県防災情報システム
にリンク

①

②

①ダム状況図 ②ダム下流河川における水位低減効果量（推定値）
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ダム貯水池の状況等の情報提供【事 例】

http://www.hrr.mlit.go.jp/river/dam-bousai/
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ダム貯水池の状況等の情報提供【事 例】

○九州地方整備局の松原ダム、下筌ダムでは、地元ケーブルテレビ（日田水郷テレビ）を活用し、ダムの貯水位、
流入量、放流量、カメラ映像等の情報提供を実施。

松原ダム

下筌ダム

まつばら ひたすいきょう

広告

【テレビ画面】

しもうけ



28

５．ダム操作に関する住民の理解を得るための取組

＜第１回検討会における意見＞

○野村ダムは、柑橘類等の農業用水の目的もある中で、関係者調整を経て事前放流を行ってお
り、それでも大きな洪水が発生したことは仕方がないことだが、そのことを住民に理解してもら
う努力が必要。

○ダムは巨大なハードウェアであるが、同時に、その操作に関しては、事前放流における治水と
利水、頻度の高い小規模な洪水被害と頻度の低い大規模な被害のどちらを優先して対応すべ
きかなどのジレンマやトレードオフの関係があり、いわば繊細なソフトウェアである。

○渇水リスク、小規模洪水の浸水リスク、大規模洪水の浸水リスク、さらには地域別の浸水リス
クなど、様々なリスクがあり、リスクの配分をダムが担っているのが現状。社会全体でリスクを
シェアしていることを共有し、関係者で合意しておくことが重要。

○大洪水規模対応と中小洪水規模対応の操作規則については、被害の頻度と規模において、ト
レードオフの関係があることを地方自治体や住民も含め理解することが重要であり、そのよう
な過程を通じ、ダム操作に関する理解も深まるのではないか。

○一般向けのダムの操作シミュレーターのようなツールを用いて、地域の住民がダムの操作とと
もにトレードオフの関係を実感できるようなことができれば良いと考える。
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○各地方で、ダム下流の住民に対し、模型を用いてダムの役割や操作、効果などについてわかりやすい説明を
実施。また、実際に操作しているダム管理所の操作室でダム操作に係る住民説明会を行うなど、ダム操作に関
する理解を得るための取組を実施。

ダム管理所操作室でのダム操作の説明

ダム下流住民及び関係機関への説明

ダムの模型を用いたダムの操作の説明

ダム流域情報

流入量
予測流入量
現況水位
予測水位・
時間雨量

予測時間雨量

操作系
開度計算・ゲート操作

ダム下流河川情報

メイン情報画面

操作PC

訓練状況

【参考】ダム管理職員用のダム操作訓練シミュレーター（水資源機構）

ダムの操作に関する住民の理解を得るための取組（１）

※このようなダム操作のシミュレーターを、今後、一般向けとして開発し、地域の住民に
ダムの操作等を理解して頂くツールとして活用していくことも考えられる。

【事 例】



ダム操作に関する住民の理解を得るための取組（２） ～川内川水系 鶴田ダム～

○平成18年７月、鹿児島県北部を中心とした記録的な豪雨により川内川水系で甚大な浸水被害が発生。

○九州地方整備局では、川内川水系の鶴田ダムの操作について理解して頂くとともに、洪水調節に関する操作方
法及び情報提供のあり方について、様々な視点から意見を聴取し検討することを目的に「鶴田ダムの洪水調節
に関する検討会」を平成19年2月に設立し、平成24年2月までの間に12回開催。

○また、住民の意見を聴く場として、地元説明会を計１９回、意見交換会を計２回開催。

鶴田ダムの洪水調節に関する検討会
【H19.2～H24.2（全12回開催）】

H19.2.6(第1回)、2.28(第2回)、3.27(第3回)、4.26(第4回)、5.29(第5
回)、12.26(第6回)、H20.6.5(第7回)、11.25(第8回)、H21.5.26(第9
回)、11.27(第10回)、H22.9.16(第11回)、H24.2.7(第12回)

【構成メンバー】
6地区の住民代表・学識者・報道関係者・自治体首長等

【検討内容】
・洪水調節操作の検証、洪水調節方法の見直しの可能性、

情報提供のあり方

地元説明会開催状況
※H18.9～H19.1（6地区で1回～4回開催 計19回）
・H18. 9. 2 さつま町虎居・屋地地区
・H18. 9.13 さつま町山崎・二渡地区
・H18. 9.15 薩摩川内市久住地区
・H18.10.25 さつま町山崎・二渡地区（2回目）
・H18.10.26 さつま町湯田・柏原・神子地区
・H18.10.30 さつま町虎居・屋地地区（2回目）
・H18.11. 9 薩摩川内市
・H18.11.18 さつま町轟原地区
・H18.11.21 さつま町虎居地区（3回目）
・H18.12.25 さつま町川原地区
・H19. 1.11 さつま町虎居地区（4回目）
・H19. 1.15 さつま町山崎地区（3回目）
・H19. 1.17 さつま町屋地地区（3回目）

【事 例】

地元住民の意見に対して、検討会構
成メンバーでの共通認識を確認。
ダム操作に関する理解を深めるとと
もに、可能な限り１つずつ解決を
図った。
その結果、地元住民との相互理解が
深まり、信頼回復が図れ、関係が改
善したと思われる。

意
見

「鶴田ダムの洪水調節に関する検討会」終了後においても、「鶴田ダムとともに水害に強い地域づくりを考える意見交換会」を毎年
開催し、継続的に地域住民代表等と意見交換を実施。

地域の方々との意見交換
※H19.3～H19.7（全2回開催）

・H19. 3.17 第1回地域の方々との意見交換会
・H19. 7.21 第2回地域の方々との意見交換会 意見

地域住民の方々とのダム見学会等の開催
※H20.2～H25.3（全35回開催）。現在も継続して開催中。

※親交を深めるため
の交流を実施。

内容説明
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せんだいかわ つるた
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６．平成30年７月豪雨の際の野村ダムにおける
情報伝達等の状況

＜第１回検討会における意見＞

○降雨の情報やダムの流入・放流情報、自治体の避難情報の発令状況等に加え、情報の受
け手側の住民がどう行動したかについても同時に組み合わせて検証し、それにより関係
者で議論することが必要。

○肱川のダム下流において、今回の洪水における氾濫計算を行い、氾濫水がどのような早さ
でどのように広がっていったか（水位や面積）を再現するとともに、それと避難状況の関係
を検証しておくことが有意義。

○水防団等も含め、関係者で、発生する被害の認識を確実に共有するための方策を考える
ことが必要。

○異常洪水時防災操作へ移行する際の警報にあたっては、緊急性や切迫感を確実に伝える
ために、サイレンの吹鳴やアナウンス等の更なる工夫が必要と考える。

○ダムの放流に関しては、人工的に流況をコントロールしている以上、住民に正確な情報を
伝えることが必要。



消防団の動き
（野村地区）

住民の避難状況

西予市の動き
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ダム管理所の動き ホットライン ホットライン ホットライン

平成３０年７月豪雨における野村ダムに係る情報伝達等の状況（１）
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6:35-40頃 浸水開始
（洪水氾濫シミュレーションより（暫定値））

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります
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6:40
放流量 約1410m3/s

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります
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７．平成30年７月豪雨の際のレーダー雨量情報と
野村ダムの状況

＜第１回検討会における意見＞

○ダムの操作にも、XRAIN等の高精度のレーダー雨量のカバーエリアが拡大しているので活
用していくべき。
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平成３０年７月豪雨におけるレーダー雨量情報と野村ダムの状況

○近年増加する集中豪雨や局所的な大雨による水害や土砂災害等に対して、適切な施設管理や防災活動に役立てる
ため、国土交通省では平成22年より「XRAIN」によるレーダ雨量を提供。

○平成28年7月よりXRAINの配信範囲を大幅に拡大し、高精度・高分解能（250mメッシュ）・高頻度（配信間隔1分）で
ほぼリアルタイムのレーダー雨量情報が利用可能となり、ダムの管理にも活用。
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強い降雨が降り続いている ダム流域の降雨がより強くなる 非常に激しい雨域がダム流域にかかる 非常に激しい雨域がかかり続ける
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非常に激しい雨域はダム流域から離れる

※本資料に掲載した数値は速報値であるため、今後の調査で変わる場合があります
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８．その他

○野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に
関する検証等の場について

○重要インフラの緊急点検について
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野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場（１）
のむら かのがわ

○野村ダムや鹿野川ダムでは、これまでに経験のない異常な豪雨であったことを踏まえ、より有効な情報提供や
住民への周知のあり方について検証を行うとともに、より効果的なダム操作について技術的考察を行うことを目
的に、四国地方整備局において、「野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場」を
設置。これまでに３回開催、平成３０年内を目処にとりまとめる予定。

氏 名 所 属 分 野

鈴木幸一 愛媛大学 名誉教授 河川工学

森脇亮
愛媛大学大学院理工学研究科
教授

水文気象学
防災情報

羽鳥剛史 愛媛大学社会共創学部 准教授
土木計画学
合意形成論

氏 名 所 属 備 考

二宮隆久 大洲市長 地元自治体

矢野正祥 大洲市 消防団長
消防機関
(水防)

管家一夫 西予市長 地元自治体

大田信介 西予市 消防団 野村方面隊長
消防機関
(水防)

野間俊男
愛媛県 土木部長
代理）河川港湾局河川課長

河川管理者

佐々木淑充
国土交通省四国地方整備局
河川部長

河川管理者

○学識者

第１回検証等の場
（平成30年7月19日）

第２回検証等の場
（平成30年9月14日）

○国・関係行政機関

＜検証等の場 委員 （第３回）＞

第３回検証等の場
（平成30年10月25日）



野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場（２）
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【第１回検証等の場】平成３０年７月１９日
○放流警報等の情報伝達について、情報を伝えたことと伝わったことは違うことがあることから、その情報が受け手側にどのように伝えられたか検証する必要があ

る。
○ダム直下の避難指示などの発令は、河川水位だけでなく、ダムの放流量を取り入れるなど、発令のあり方について検討する必要がある。
○計画を超える豪雨により、ダム操作が、操作規則に基づく異常洪水時防災操作をせざるを得ない状況は理解。
○異常な豪雨であった今回の豪雨に対し、ダム操作について工夫できる点を検討していく必要がある。
○ダムの放流量がどの程度被害につながるかのイメージが関係機関で共有できていたか検証すべき。
○ダムの操作規則について、地域住民が理解されていたのかを検証するとともに、理解されるための仕組みづくりも必要である。
○気候変動の関係から近年の豪雨は激甚化していることから、ソフト対策だけでなく、ハード対策についても検討していく必要がある。

＜検証等の場における主な意見＞

【第２回検証等の場】平成３０年９月１４日
（より有効な情報提供や住民への周知のあり方）
○国・県は、災害時に、市の避難指示等の発令の判断に結びつくための必要な情報提供を行っていく必要がある。
○市は、本庁と支所間の情報伝達や市の意思決定をシステム的に出来るような体制づくりが重要である。
○地域でおこりうる災害時のリスクやそれに至るシナリオを想定し、関係機関で共有しておくことが重要である。
○住民の理解を促進するために、災害時の情報やダムの操作等に関して、広報や勉強会等において住民へ周知していくことが重要である。

（より効果的なダム操作について）
○肱川の下流の河道整備をしっかりと実施し、整備状況の段階に応じた操作規則の検討が必要である。
○ダムの治水容量を安定的に確保していくことが必要である。
○今年度完成する鹿野川ダムの改造による容量確保を上手く利用し、流域全体で有効な操作規則を検討する必要がある。
○野村ダムついても有効に活用するためには、改造等の検討も必要である。
○柔軟なダム操作は、確実な降雨の時空間予測が前提条件であり、難しいとは思うが、課題整理など検討していくべき。

【第３回検証等の場】平成３０年１０月２５日
（より有効な情報提供や住民への周知について）
○避難指示等の発令基準は、水位だけでなくダム放流量も見ながら、住民避難のリードタイムを考慮して検討してほしい。
○情報提供を手厚くしすぎると、かえって住民は依存体質となるため、住民参加による議論や理解の促進が必要。
○平成30年7月豪雨災害以上の洪水が発生することも想定して、各関係機関で被害想定を事前に共有し、ソフト対策に活用していく必要がある。
○平成30年7月豪雨を踏まえ、国から市へのリエゾン派遣を行っているが、台風24号の際の対応等、自治体としては非常に頼りになり、適切な判断が可能となって

いる。今後も、豪雨時の国の職員の派遣を引き続きお願いしたい。
○ダムの放流量等を危険度レベルで表示する情報のユニバーサルデザイン化を提案したい。肱川で試行実施してはどうか。

（より効果的なダム操作について）
○ダムの操作変更については、流域全体での合意形成を図りながら進めて行く必要がある。
○鹿野川ダムの改造事業の完成や河道の整備の進展により、ダムの操作が工夫できるようになる。ダム操作規則の変更は、流域全体に有益となることが重要。

○現在の気象の予測精度においては、洪水の大小や降雨の空間分布等に応じた柔軟な操作を操作規則に位置付けるのは困難であるが、将来的には実施でき
るよう考えていく必要がある。
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○より有効な情報提供や住民周知（案）
「第3回 野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場」資料より

国土交通省 愛媛県 西予市 大洲市

【自治体向け】
①避難情報発令基準の目安となるダム情報の提
供（試行）
【住民向け】
②異常洪水時防災操作時のサイレンの吹鳴回数
変更(試行)
③異常洪水時防災操作時のアナウンス・定型文の
内容（試行）
（切迫感が伝わる）

【自治体・住民向け】
①浸水想定区域等の設定及び危機管理型水位計
の追加設置
(予算措置済)

【住民向け】
①避難情報発令基準の見直し（試行）
（ダム放流情報反映）

【住民向け】
①避難情報発令基準の見直し（試行）
（ダム放流情報反映）

アンダーラインは各市共通の項目

国土交通省 愛媛県 西予市 大洲市

【自治体向け】
①放流警報周知内容の変更（試行）
（ダム放流が下流に与える影響の追加・治水容量
貯水率の表示）
②河川水位・ダム放流量・流入量の予測に関する
情報提供
（メール送付、国から市へのリエゾン派遣（提供情
報の解説））
③ホットライン時のＴＶ電話・タブレット等の適用検
討
（ホットラインの双方向）
【住民向け】
④サイレン・スピーカーの改良検討（音達範囲等）
⑤ダム放流量等の情報提供
⑥ダムに関する説明会・広報取組
（ダムの機能や操作、放流警報等の情報説明）
⑦報道関係機関への周知方法検討

【自治体向け】
①愛媛県管理区間のホットライン構築（県・各市）
（ホットラインの双方向）

【住民向け】
①住民参加による避難情報発令基準等に基づくタ
イムライン作成（防災訓練含む）
（避難所等設定もパッケージで検討）
②市ＨＰへの防災情報掲載追加（ダム関係諸量
データ）
③地域防災計画の見直し
④防災行政無線の緊急放送内容見直し
⑤避難指示放送のサイレン吹鳴
⑥エリアメール配信
⑦防災行政無線戸別受信機の配置場所指導

【住民向け】
①住民参加による避難情報発令基準等に基づくタ
イムライン作成（防災訓練含む）
　（三善地区の防災取組を他地区へ展開）
②市ＨＰへの防災情報掲載追加（ダム関係諸量
データ）
③地域防災計画の見直し
④「市民防災読本（洪水ハザードマップ作成含）」
の作成

【自治体・住民向け】
《避難情報発令基準の策定（シミュレーションの実
施）》
①基準水位とダム放流量の関係整理
②危機管理型水位計の設置
（肱川水系：14基）

【自治体・住民向け】
《避難情報発令基準の策定（シミュレーションの実
施）》
①水位周知河川の指定
（菅田地区～肱川地区、野村地区）
②浸水想定区域図の作成
（菅田地区～肱川地区、野村地区）
③危機管理型水位計の設置
（肱川水系：2箇所→15箇所に増設予定）

【住民向け】
《避難情報発令基準の策定（シミュレーションの実
施）》
①洪水ハザードマップの作成

【住民向け】
《避難情報発令基準の策定（シミュレーションの実
施）》
①洪水ハザードマップの修正

赤字：今回新たに追加された項目 アンダーラインは各市共通の項目

【自治体・住民向け】
①避難情報発令基準等に基づくタイムライン作成（西予市・大洲市（国・愛媛県参加））
②防災情報の充実・普及啓発（出水映像記録、浸水CG作成、まるごとまちごとハザードマップ作成等）
③大規模氾濫に関する減災協議会における情報共有（連絡体制の充実、防災情報等の認識の共有、取組状況の進捗、成果報告等）

平成30年7月豪雨後に
既に改善・試行

今後の対応（案）
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○より効果的なダム操作（案） 「第3回 野村ダム・鹿野川ダムの操作に関わる情報提供等に関する検証等の場」資料より

＊防災操作強化に向けた降雨量やダム流入量の予測精度を向上させる技術開発

■肱川流域全体の治水安全度のバランスを確保することを原則として、H7、H16、H17、H23等の頻繁に発生する規模の洪水に対して、肱川の氾濫によ
る浸水被害の発生を防止しつつ、H30洪水のような大規模な洪水に対しても被害を軽減できるような操作規則変更を行うことを基本的な方針とする。

＊＊H30.7洪水を上回る洪水に対して、ハード対策だけでなく、ソフト対策として関係機関における被害情報等を事前に共有

操作規則変更の方向性 操作規則の考え方

現状

・菅田地区：約1800m3/s
 野村ダム換算：300m3/s
 鹿野川ダム換算：600m3/s

※菅田地区は堤防未整備区間であり、肱川下流域

で流下能力が最も低い箇所

・野村ダム：(350万m3)
・鹿野川ダム：（1650万m3) －

○菅田地区等の堤防未整備区間において、頻繁に発生する規模の洪
水に対して被害軽減を図るため、ダムの洪水調節能力を有効に活用す
る。（Ｈ8～）

⇒　H7で被害を防止、H16、H17、H23等の規模の洪水で被害を軽減

①次期出
水期まで

・菅田地区：約1800m3/s
 野村ダム換算：300m3/s
 鹿野川ダム換算：600m3/s

・野村ダム：事前の放流
　　　　　　　（350万m3＋250万m3）
・鹿野川ダム：鹿野川ダム改造完了
　　　　　　　（2390万m3)

・鹿野川ダム改造によって増加した洪
水調節容量を活用し、流域全体の安
全度を向上させる。その際、下流河道
の流下能力に変化はないことから、鹿
野川ダムのダム流下量（初期放流
量）を増加させることは難しいことに留
意する。

○菅田地区等の堤防未整備区間において、頻繁に発生する規模の洪
水に対して被害軽減を図るため、鹿野川ダムのダム流下量（初期放流
量）は変更しない。
○鹿野川ダム改造によって増加した洪水調節容量を活用し、野村ダム
のダム流下量（放流量）を増加させ、より大規模な洪水に対応するよう
操作規則を変更する。

⇒　H7で被害を防止、H16、H17、H23等の規模の洪水での被害を現
　　状よりも軽減
　　H30洪水での被害を現状よりも軽減

②5年後 ・H30.7洪水対応河道整備完了

・野村ダム：事前の放流
　　　　　　　（350万m3＋250万m3）
・鹿野川ダム：鹿野川ダム改造完了
　　　　　　　（2390万m3)

※事前の放流量増加について検討・調
整を行う。

・下流河道の流下能力向上に伴い、
鹿野川ダム及び野村ダムのダム流下
量（放流量）を増加させ、流域全体の
安全度を向上させる。

○菅田地区等の堤防未整備区間の堤防整備が完了することから、鹿野
川ダム及び野村ダムのダム流下量（放流量）を増加させ、より大規模な
洪水に対応するよう操作規則を変更する。

⇒　H7、H16、H17、H23等の規模の洪水で被害を防止
　　H30洪水を肱川全川で堤防高以下で流下させる

③10年後
・H30.7洪水と同規模洪水対応河道整
備が完了 ・上記＋山鳥坂ダム等

・下流河道の流下能力向上や山鳥坂
ダム整備による下流河道の流量低減
に伴い、様々な洪水パターンにおい
て、流域全体の安全度を向上させる。

○基準地点での流出量が同規模程度となる時間、空間分布の異なる
様々な洪水パターン（小田川流域や鹿野川ダム下流域での降雨分布を
反映）や整備状況に応じて検討。
○肱川河川整備計画にて検討。

⇒　H30洪水と同規模の洪水を肱川全川で安全に流下させる

河道の整備状況 ダム整備状況

より効果的なダム操作



重要インフラの緊急点検について

【河川・ダムの電力供給停止時の操作確保等に関する緊急点検】
○点検概要

平成３０年北海道胆振東部地震における大規模停電を踏まえ、全国の河
川・海岸・下水道施設において、電力供給停止時の電源等の確保状況や燃
料備蓄の状況等の緊急点検を行う。

【ダムの洪水調節機能の向上に関する緊急点検】
○点検概要

平成３０年７月豪雨を踏まえ、ダムの容量が有効に活用できないダム等の
緊急点検を行う。

【河川情報の提供方法・手段等の緊急点検】
○点検概要

平成３０年７月豪雨を踏まえ、住民自らの行動に結びつく水災害ハザードリ
スク情報共有の方法、手段等について緊急点検を行う。

総理官邸ウェブページより
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/jyuyouinfura/pdf/jisshi.pdf

⃝ 平成３０年７月豪雨、台風第２１号、北海道胆振東部地震等、本年相次いで発生している災害で明らかになっ
た課題に対応するため、９月２１日に安倍総理より関係大臣に対し、重要なインフラがあらゆる災害に際して、
その機能を維持できるよう、緊急点検を行い、対策をとりまとめるよう指示

⃝ 国土交通省水管理・国土保全局としては、所管する河川、ダム、砂防などの防災関係インフラ等を対象に、災
害時の重要インフラの機能確保について、ソフト・ハードの両面から緊急点検を実施

ダムに関する緊急点検
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